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　広域に分布する森林性哺乳類では、その分布域内に複数の異なる森林植生が存在する場合があ

り、生息域内の植生の相違に伴い、同一種であってもその資源利用性が変化することがある。森

林性哺乳類の中で最も樹木資源に依存した生活様式を有する滑空性哺乳類では、この資源利用性

の変化が顕著に認められると期待される。そこで本研究では、滑空性の哺乳類の中で最も広汎な

分布域を有するタイリクモモンガPteromys volansを対象として、異なる森林植生における資源利

用性（営巣資源および採食資源）の変化を明らかにすることを目的とした。本種は、ユーラシア

大陸北部から中部一帯、サハリン島、北海道に広く分布し、主にトウヒ属Picea spp.およびマツ

属Pinus spp.が優占する針葉樹林や針広混交林に生息する。一方、本種の分布域南東端に位置す

る北海道の個体群では、針広混交林だけではなく広葉樹林での生息が確認されている。広葉樹林

という本種にとって特異的な植生に生息する個体群は、大陸個体群や北海道の針広混交林に生息

する個体群とは異なる資源利用性を示すと考えられ、本研究目的のために広葉樹林は最適な調査

地であると判断できる。そこで、北海道足寄町に位置する九州大学北海道演習林内の天然生広葉
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緒　論

　森林性哺乳類には、キタリスSciurus vulgarisの様にユー

ラシア大陸北部一帯に (Koprowski et al. 2016)、或い

はヒグマUrsus arctosの様にユーラシア大陸および北米

大陸にまたがって（平田 2020）生息する広域分布性種

が存在する。同種の哺乳類は一般に均質な（または類似

した）環境に生息するが、広域分布性の森林性哺乳類の

場合、その分布域内に複数の異なるハビタット（森林植

生）が存在することがあり、この時、ハビタットの相違

に伴って、同一種内においてもその資源利用性が変化す

る。例えば、キタリスでは、生息する植生によって利

用する採食資源が異なることが知られている (Wauters 

and Dhondt 1985；Wauters 1986；Wauters and Dhondt 

1989)。

　森林性哺乳類の中で樹木資源に依存した生活様式を示

すのは樹上性齧歯類である（Carey 1991）。例えばニホ

ンヤマネGlirulus japonicusでは、営巣資源として主にサ

ワフタギSymplocos sawafutagi等の樹木の樹皮およびコケ

類 (Bryophyta)を利用し、球形或いは楕円形の巣を樹上

に形成する。加えて、採食資源としては、花、種子、芽、

樹皮といった樹木の様々な部位を利用することが知られ

ている（Minato and Doei 1995；湊 2008；湊 2016）。そ

して、樹上性齧歯類の中で特に樹木資源への依存が顕

著であるのが滑空性のモモンガ族 (Pteromyini) であ

る（例えば、Goldingay 1998）。本族の中で最も広汎な

分布域を有するタイリクモモンガPteromys volansにおい

ても、その分布域内に複数の異なる森林植生が認められ

る (Hanski et al. 2000；Timm and Kiristaja 2002；

Airapetyants and Fokin 2003；Marugame et al. 2010；

Kim et al. 2018)。本種はユーラシア大陸北部から中部

一帯、ロシアのサハリン島、そして日本の北海道にかけ

て広く分布する（Koprowski et al. 2015）。大陸に生息

する本種個体群が利用する主な植生として、トウヒ属

Picea spp.およびマツ属Pinus spp.優占の亜寒帯針葉樹

林や、これらに落葉広葉樹が混在した針広混交林が挙げ

られる（Mönkkönen et al. 1997；Hanski et al. 2000；

Timm and Kiristaja 2002；Airapetyants and Fokin 

2003）。一方、本種分布域の南東端に位置する北海道の

天然林では、森林全体の60%以上を広葉樹が占めること

から（沖津 2002）、針広混交林だけではなく、広葉樹

林においても本種の生息が確認されている（中野ほか

1991；嶌本ほか 2014）。このため、広葉樹林という本種

にとって特異的な植生に生息する個体群は、大陸個体群

や北海道の針広混交林に生息する個体群とは異なる資源

樹林に樹種構成の異なる2か所の調査区を設け、各々に60個の巣箱を設置し、2018年および2019年

の5〜10月に定期的な観察調査を実施した。巣箱内に搬入された巣材の観察を行った結果、主な

巣材としてコケ類が使われている巣箱が多く見られた。この要因として、本種と同様にコケ類を

巣材として利用するカラ類の影響（カラ類の巣材を再利用した可能性）、或いはコケの持つ抗菌

作用などの機能性を本種が利用している可能性があるかもしれない。次に、個体捕獲時に採集し

た糞粒を用いてDNAメタバーコーディングによる食性解析を行った結果、カバノキ属Betula spp.、

コナラ属Quercus spp.、サクラ属Cerasus spp.の他に、大陸個体群では報告されていないニレ属

Ulmus spp.、シナノキ属Tilia spp.を採食資源として利用することが明らかになった。さらに、

センボンゴケ科Pottiaceaeのコケ植物を採食する可能性が本研究により初めて示唆された。以上

より、北海道の広葉樹林に生息するタイリクモモンガは、分布域南東端の特異的な森林植生に適

応を示し、その地域に存在する資源を特異的に利用している可能性が示された。

キーワード：営巣資源，採食資源，コケ類，DNAメタバーコーディング
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北海道の天然生広葉樹林に生息するタイリクモモンガ Pteromys volans の資源利用性

　以上の背景に基づいて、本研究では、広葉樹林に生息

するタイリクモモンガが利用する営巣資源および採食資

源を明らかにし、さらに、これらの結果と既報の他植生

に生息する個体群の情報（例えば、柳川 1999；Hanski 

et al. 2000；浅利ほか 2008；Kim et al. 2018）との比

較・検討から、広葉樹林における本種の資源利用性の特

徴を把握することを目的とした。

方　法

調査地および調査期間

　調査地は、北海道足寄町に位置する九州大学北海道

演習林（面積3,713ha；北緯43º14'50"〜21'20"、東経

143º27'55"〜34'09"、標高約100〜450m）とした（図

1）。本演習林の面積の約6割にあたる2,289haには、コ

ナラ属 (Quercus)，カバノキ属、カエデ属 (Acer)の

他、 ハ ル ニ レ (Ulmus davidiana var. japonica)、 ハ

リギリ (Kalopanax septemlobus)、ヤチダモ (Fraxinus 

mandshurica)などの落葉広葉樹で構成される天然生林

および二次林が存在する（岡野 1994）。本研究では、

北海道の天然林を構成する主要な落葉広葉樹種（沖津 

2002；甲山 2011）に着目して、調査地内の植生が異な

る林班に以下の2つの調査区（いずれも面積約5.4ha）を

設定した（図1）。

　調査区A：カエデ属が多くみられるアサダ－ミズナラ

群集 (Ostryo-Quercetum grosseserrata)（17林班）

　調査区B：ミズナラQuercus crispula var. crispulaが多

くみられるサワシバ－ミズナラ群集 (Carpino-Quercetum 

grosseserratae)（3林班）

　調査期間は2018年および2019年の5月〜10月とした。

この期間は北海道の山間部では一般に非積雪期である。

巣箱調査

　本研究では、本種の巣材を効率よく採集し且つ個体を

捕獲して糞を採取するために、これまでに本種を対象と

した調査で効果が証明されている巣箱調査（加藤 2009）

を実施した。

を利用している可能性が考えられる。

　営巣資源に関しては、滑空性齧歯類において地理的変

異の存在が示唆されており（Muul 1974）、例えば、北米

に生息するオオアメリカモモンガGlaucomys sabrinusで

は、生息地の植生ごとに巣材として利用される植物種が

異なることが報告されている（Hayward and Rosentreter 

1994；Patterson et al. 2007）。タイリクモモンガにお

いてもこの特徴が認められ、韓国の針葉樹林および針広

混交林（Kim et al. 2018）では木本性ツル植物の樹皮が、

ロシア北西部の針広混交林（Airapetyants and Fokin 

2003）では樹上性地衣類のサルオガセ属 (Usnea) が主

な巣材として利用される。したがって、北海道の広葉樹

林に生息する本種個体群においても、これまでに報告さ

れたものとは異なる営巣資源の利用がみられるかもしれ

ない。一方本種の採食資源に関しては、これまでに直接

観察（浅利ほか 2008）、食痕分析（門崎 2001；南部・

柳川 2010）、さらに糞分析（Mäkelä 1996）によって食

性調査が行われている。その結果、本種は主要な採食資

源としてハンノキ属 (Alnus)、カバノキ属 (Betula)、ヤ

マナラシPopulus tremulaの葉や尾状花序等の部位を、そ

の他に針葉樹の葉・芽・種子を利用し、季節ごとに利用

する樹種や採食部位を変化させることが明らかになって

いる（Mäkelä 1996；Hanski et al. 2000；Airapetyants 

and Fokin 2003；浅利ほか 2008）。本種の食性はハビ

タットの植生を反映するため（浅利 2015）、広葉樹林に

生息する個体群ではこれまでに報告されていない植物種

の利用が観察されると期待されるが、樹上性且つ夜行性

である本種の採食行動を目視により観察すること、およ

び採集された本種の糞中から採食物を正確に判別するこ

とは困難である。この様な動物の食性を調べる手法とし

て、あるサンプル中に含まれる複数の生物種に対し、そ

れらの特定領域のDNA塩基配列を解読することにより種

或いは属等の分類群を特定可能なメタバーコーディン

グが近年注目されている（Hebert and Gregory 2005；

Valentini et al. 2009）。例えば、糞内容物中に含まれる

DNAから生物種を特定することにより、当該動物種の採

食資源を把握することが可能である（中原ほか 2011）。
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ら（柳川 1999）、個体が不在の場合でも巣箱内に細く裂

かれた樹皮があった場合、本種の巣材とした。これに加

えて、佐藤（2015）および橋本（2019）を参考に、個体

が不在でも中量以上のコケ類が入っていた場合、本種の

巣材と判断した。また、個体が不在で且つコケ類が半分

以下であっても本種が利用した窪みが巣材の上に確認さ

れた場合は本種の巣材とした（土佐 2019）。少量のコケ

類やエゾシカCervus nippon yesoensisと思われる獣毛や

羽毛から形成された椀状のものは鳥類の巣として区別し

た。本調査区に本種と同所的に生息し、巣箱を繁殖場所

として利用するヒメネズミApodemus argenteusについて

は、安藤（2005）を参考に枯葉や緑葉を巣材と判断し、

本種と区別した。

　また、2018年の調査結果よりコケ類の巣材（以下、コ

ケ巣材）が多くみられたため、2019年の調査から本種の

巣材を新たに発見した際には、営巣活動の妨げになら

ない様巣材の一部を回収し、岩月・水谷 (1972)，岩月

(2001)，および大石(2019)に従って、肉眼観察および実

体顕微鏡（×10）によるコケ類の同定を試みた。調査終

了時の2019年10月には、本種の巣材が入っていた巣箱か

ら巣材を全て回収し、同様に観察した。この際、濱尾ほ

か（2016）を参考に巣箱ごとに体積で50%以上を占めた

ものを主要な巣材と定めた。

捕獲および糞の採集

　巣箱内部を観察した際、個体が確認できた場合には巣

箱の入り口を塞いで地面におろした後、手獲りにて捕獲

した。この作業の際に糞便が認められた場合、ピンセッ

トを用いて糞粒を採集し、保冷剤バッグに入れて実験室

へ持ち帰り、－30℃にて保存した。捕獲個体に対しては、

体重、性別、齢（成獣・亜成獣・幼獣）を記録した。齢

については柳川（2009）を参考に、80g以上の個体を成獣、

単独で確認された80g未満の個体を亜成獣、成獣雌と共

に確認された80g未満の個体を幼獣と定めた。また、個

体を識別するため、捕獲した成獣および亜成獣個体に番

号の印字された耳標（KN-295：夏目製作所）を装着した。

全ての作業が終了した後、捕獲個体は巣箱に戻し、その

巣箱の架設および観察

　巣箱の大きさは柳川（1994）を参考に、高さ24㎝、幅

15㎝、奥行き20㎝とし、入り口を4×4㎝と定めた。また、

内部の観察を容易に行うために天板は開閉可能な構造と

した。巣箱を各調査区に60個（3行×20列）ずつ、20〜

30mの間隔で樹種や方角を定めず、地上から約3.0mの高

さに設置した。巣箱は月に1回の頻度で見回り、夜行性

の本種（山口・柳川 1995）が利用している日中に巣箱

内部の観察を行った。

巣材の観察

　本種が巣箱内部へ持ち込んだと思われる巣材について

記録し、それらを回収した。巣材の量は佐藤（2015）を

参考に、目測で4段階（多：巣箱容積の7割以上、中：4

〜7割、少：1〜3割、極少：1割未満）に分けて記録した。

前提として個体と一緒に巣箱に入っていたものを巣材と

したが、北海道では本種による細く裂かれたヤマブドウ

Vitis coignetiaeの樹皮の使用例が報告されていることか

調査区A

調査区 B

足寄町

3km

44N

140E 144E

図 1

図 1．�調査地（北海道足寄町九州大学北海道演習林）と

その中に設定された調査区 Aおよび B．
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箱を観察した。その結果、個体と一緒に観察された巣材、

或いは本種のものと判断される巣材が入っていた巣箱

が、調査区Aで16個（2018年：5個，2019年：11個），調

査区Bで3個（2018年：2個，2019年：1個）確認された（表

1）。そのうち、主な巣材として中量以上のコケ類がみら

れた巣箱が、調査区Aで12個（2018年：5個、2019年：7個），

調査区Bで1個（2018年：1個、2019年：0個）であったの

に対し、樹皮がみられた巣箱が、調査区Aで4個（2018年：

0個、2019年：4個）、調査区Bで2個（2018年：1個、2019年：

1個）であった（表1）。

　また、2019年10月には本種のものと判断された巣材

を両調査区あわせて9個（調査区A：8個、調査区B：1

個）の巣箱から全て回収した。加えて、2個の巣箱（A7、

A40）から本種のものと判断された巣材の一部を回収し

た（ヒメネズミによる利用がみられたため全部の回収

を避けた）。これら計11個の巣箱に入っていた巣材を観

察し、コケ類の同定を行った。その結果、量に差はあ

るものの全ての巣箱からコケ類を確認した（図2）。種数

では、いずれの巣箱においても2〜6種のコケ類が含まれ

巣箱を元の位置に再架設した。捕獲動物および糞粒の取

り扱いについては、帯広畜産大学の動物実験に関するガ

イドラインを遵守し、動物倫理を十分に配慮して実施し

た。

DNAメタバーコーディング

　採集した糞に含まれる植物の科名・属名・種名の推定

は、DNAメタバーコーディングによって行った。凍結保

存した糞からDNAを抽出し、PCR法により葉緑体のrbcL遺

伝子の部分塩基配列を増幅した後、次世代シーケンサー

（MiSeq）を用いて塩基配列の解析を行った。そして、得

られた塩基配列情報と国際塩基配列データベースを照合

（BLAST検索）し、配列の相同性が高い植物種（または、属・

科等の分類群）を上位10位まで抽出した。なお、この糞

からのDNA分析は株式会社生物技研に委託した。

　抽出された植物種（または、属・科等）のうち、リー

ド数が100を超えるものを対象として、舘脇（1953）、中

村ほか（2017）、および中村ほか（2020）によって報告

されている本調査区に生育する植物種と比較し、種名を

推定した。

結　果

　本研究において、捕獲個体については‘No.＋耳標番号’

で、巣箱については‘調査区（AまたはB）＋巣箱番号（1

〜60のいずれか）’で以下表記する。

営巣資源（巣材）の観察

　調査期間を通して、両調査区あわせのべ1,440個の巣

図 2．�タイリクモモンガに巣材として利用されたコケ類．

5 cm

図 2
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ており、チャボスズゴケBoulaya mittenii、イタチゴケ属

Leucodonのコケ、イワイトゴケHaplohymenium tristeの3

つが82%（11個中9個）の巣箱で共通して見られた。その

他にコマノキヌイトゴケAnomodon thraustus、アツブサ

ゴケHomalothecium laevisetum、ケミノゴケMacromitrium 

comatumの3種が複数の巣箱で見られた（表2）。

採食資源の分析

　調査期間中、幼獣3個体を含む計8個体（調査区A：7個体、

調査区B：1個体）を捕獲した（表3）。この内、No.302の

個体は複数回捕獲された。糞については、個体の捕獲時

に3個体（No.302、No.303、No.304）から採取すること

9

9

9

8

5

4

が出来た。また、その他にA44において巣箱の天板の上

で発見された糞粒を採集し、計4サンプルを分析に用い

た。

　DNAメタバーコーディングにより、採集した糞中の

植物由来のDNAを分析した結果、No.302はニレ属Ulmus 

spp.、シナノキ属Tilia spp.、カバノキ属の樹木を、

No.303はニレ属、シナノキ属、カバノキ属、サクラ属

Cerasus spp.の樹木を、No.304はコナラ属の樹木および

センボンゴケ科Pottiaceaeのコケ植物を利用していたこ

とが分かった。また、A44において採集した糞からはカ

バノキ属が検出された（表4）。
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2）。直立性の種に対し匍匐性のコケは、剥がしやすく、

且つ細長くからまりやすい形状をしているため、一度に

効率よく多量を収集することが出来る（Wesołowski and 

Wierzcholska 2018；濱尾ほか 2016）。さらに、複数の巣

箱で観察された全てのコケ類が広葉樹の樹木に着生する

種であったことから、樹皮と同様に本種が地上に降りる

ことなく樹上において効率良く収集出来るものを営巣資

源として利用していたことが分かった。

　広葉樹林における本種によるコケ巣材の繁用は、カラ

類の生息数が原因の一つであるかもしれない。樹洞営巣

性のカラ類は繁殖のために巣箱を利用することが知られ

ており（樋口 1978）、本調査区においても、主に5〜7月

にシジュウカラParus minorおよびヤマガラP. variusの繁

殖が巣箱内で確認された。カラ類にとって、繁殖期であ

る春期に採食資源となる鱗翅目・膜翅目幼虫の資源量が

多い落葉広葉樹林は、繁殖に適していると考えられてい

る（水谷 2002）。実際に、北海道山間部のトドマツ優占

天然針広混交林およびエゾマツ優占天然針広混交林内の

巣箱調査結果（加藤 2009；鈴木 2010；橘 2012）と本

調査結果を比べてみると、本調査区の方がカラ類によっ

て使用された巣箱数が明らかに多かった。本種にとって、

巣材の収集および加工はコストのかかる行動である。こ

のコストを削減し、さらに捕食リスクを回避するため

に、既製の巣材を他の巣へ運搬して再利用することや、

他個体が造った巣材を利用することが実証されている

（Oshida et al. 2018）。以上のことから、本種が自ら運

んだ巣材の他に、カラ類によって運び込まれたコケ類を

巣材として利用していた可能性が考えられる。

　また、コケ巣材が利用された原因の一つとして、コケ

類の持つ機能を考えることが出来るかもしれない。複数

の巣箱でみられたコケ類のうち、イタチゴケ属のコケ、

アツブサゴケ、コマノキヌイトゴケに関して、同属の複

数の種が抗菌機能を持つことが先行研究により明らかに

されている（Veljić et al. 2008；Çolak et al. 2011；

Ertürk et al. 2015）。また11個全ての巣箱には、上記の

コケ類3種が少なくとも1種は含まれていた。抗菌機能を

もつ植物を巣材として利用する習性は、鳥類において多

考　察

営巣資源

　調査区Aでは、2018年および2019年ともに主要な巣材

としてコケ類が利用されていた巣箱が、樹皮が用いら

れていたものよりも多くみられた（表1）。また、巣材を

回収した11個全ての巣箱からコケ類が検出された。北海

道のトドマツ (Abies sachalinensis) 優占天然針広混交

林では、タイリクモモンガが巣材として樹皮を多く利

用することが報告されている（佐藤 2015；鈴木 2016；

橋本2019）。韓国の針葉樹林および針広混交林における

巣箱を用いた先行研究では、利用された巣箱の82％に

は木本性ツル植物の樹皮が入れられており（Kim et al. 

2018）、ロシアの針広混交林では、サルオガセ属の樹上

性地衣類が巣材の必須構成物であることが示唆されてい

る（Airapetyants and Fokin 2003）。これら既報の3地域

において、コケ巣材の利用頻度が樹皮や地衣類などの巣

材を上回った例は報告されていない。以上のことから、

本調査地の個体群は他植生に生息する個体群と異なり、

コケ類を巣材として多く利用する傾向にあることが示唆

された。

　本調査地において、タイリクモモンガの他にコケ類を

巣材に利用する種として、シジュウカラ科鳥類（Paridae；

以下，カラ類）が挙げられる。カラ類はコケ類を運搬す

ることが複数の先行研究により明らかにされている（例

えば、坂井 2007； Wesołowski and Wierzcholska 2018）。

一方で、タイリクモモンガによるコケ類の利用例は報告

されているものの（Hanski et al. 2000；Airapetyants 

and Fokin 2003）、実際にコケ類を巣内へ搬入する行動は

これまでに観察されていない。本研究では、4例ではあ

るが、2018年8〜9月および9〜10月、2019年8〜9月にA40

およびA47において新しいコケ巣材の増加が確認された。

カラ類による造巣行動は主に育雛期である4〜7月に行わ

れ（矢作 1996）、9〜10月に巣箱を利用することはない。

このため、巣箱内で増加したコケ類は本種によって搬入

されたものであると考えられる。また、利用されたコケ

類を同定した結果、その生育形は全て匍匐性であった（表
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イカンバBetula maximowicziana、シラカンバ）、コナラ

属2種（ミズナラ、カシワQuercus dentata）、サクラ属3種

（カスミザクラCerasus leveilleana、ミヤマザクラCerasus 

maximowiczii、オオヤマザクラCerasus sargentii）である

可能性が示唆された（表4）。

　カバノキ属、コナラ属、サクラ属の樹木は、北海道を

はじめ大陸にも分布しており、本種によって利用される

ことが広く知られている（例えば、柳川 1999；Hanski 

et al. 2000；浅利ほか 2008；Babenko and Meschersky 

2016；Selonen et al. 2016）。一方、ニレ属はこれまで

に北海道の針広混交林においてのみその利用が報告され

ている（柳川 1999；浅利ほか 2008）。また、本研究に

よって初めてシナノキ属の採食が確認された。本種が生

息する針広混交林の樹種構成や優占樹木の存在量は、大

陸と北海道では異なっている（沖津 2002；Selonen and 

Mäkeläinen 2017）．したがって、北海道の針広混交林お

よび本調査地に生息する本種個体群は、大陸の生息地

では見られない広葉樹の樹木を採食資源として利用し、

各々の環境に適応しているのかもしれない。

　本研究結果と既報の知見（柳川 1999；Hanski et al. 

2000；浅利ほか 2008）を季節ごとに比べたところ、春期（5

月）にはコナラ属、夏期（8月）にはカバノキ属、秋期

（9月）にはカバノキ属・ニレ属が利用されていること

が明らかになった。本種は、季節変化に伴って利用樹

種や採食部位を変化させることが知られている（Hanski 

1998；Hanski et al. 2000；浅利ほか 2008；南部・柳川 

2010）。そのため，今後月ごとにさらに詳細な食性解析

を行うことにより、広葉樹林における採食資源を明らか

にすることが出来るであろう。

　また、本研究で検出されたセンボンゴケ科のコケ類に

ついてでるが、本種がコケ類を採食資源として利用した

例はこれまでに確認されていない。しかしながら、近縁

種のオオアメリカモモンガにおいて、コケ類を採食した

例が一例報告されており（Mitchell 2001）、本種も同様

にコケ類を採食資源として利用するのかもしれない。こ

れについては今後の研究課題である。

くの報告がある（Clark and Mason 1985；Clark 1990；

Peralta-Sánchez et al. 2014；Ruiz-Castellano et al. 

2017）。哺乳類では、オオアメリカモモンガにおいて、

主要な巣材として利用されていた植物の二次代謝産物に

抗菌・抗寄生虫活性を示す化学成分が含まれていたこと

から、その機能を利用していた可能性が指摘されてい

る（Hayward and Rosentreter 1994；Patterson et al. 

2007；Çobanoğlu et al. 2010；Sariözlü et al. 2016）。

さらに、本種の大陸個体群においても、巣材として利用

された樹上性地衣類のサルオガセ属およびホネキノリ属

Alectoria spp.（Hanski et al. 2000；Airapetyants and 

Fokin 2003）の二次代謝産物に含まれる化学成分のウス

ニン酸が抗菌機能を持つことが報告されている（井上・

慶田 1980；Hayward and Rosentreter 1994；Lauterwein 

et al. 1995；Ingólfsdóttir et al. 1998；Cocchietto 

et al. 2002）。したがって、本調査地の個体群において

も、大陸個体群に利用された樹上性地衣類と同様に抗菌

機能を持つコケ類を利用した可能性がある。一般に、森

林群落が異なると内部の着生蘚苔類群落も異なることが

知られており、広葉樹と針葉樹では、その上に着生する

コケの種類に違いがあると指摘されている（岩月・水谷 

1972）。このことから、広葉樹林という植生とコケ類の

存在量および機能性に何らかの関係性がみられることが

予想されるが、本研究でこれを明らかにすることは出来

なかった。本種によるコケ巣材の繁用の要因を解明する

ためには、これらの関係性について今後詳細な検討する

必要があるであろう。

採食資源

　DNAメタバーコーディングの結果から得られた植物種

を本調査地に生育する植物種と照合したところ、ニレ属

2種（ハルニレ、オヒョウUlmus laciniata）、シナノキ属

2種（シナノキTilia japonica var. japonica、オオバボダ

イジュTilia maximowicziana var. maximowiczianaおよび

モイワボダイジュTilia maximowicziana var. yesoana）、

カバノキ属4種（ヤエガワカンバBetula dahurica var. 

dahurica、ダケカンバBetula ermanii var. ermanii、ウダ
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distribution. This species is widely distributed across the 

northern Eurasian continent east to the Sakhalin in Russia 

and Hokkaido in Japan. It inhabits coniferous forests or 

mixed forests dominated by Picea spp. and/or Pinus spp.. In 

Hokkaido, the southeasternmost location, P. volans occurs not 

only in deciduous forests as well as mixed forests. Since this 

population may use resources unique to deciduous forests, we 

studied resource use by P. volans nesting and feeding in two 

study sites in the naturally regenerated deciduous forests in 

the Hokkaido Research Forest of Kyushu University, Ashoro, 

Hokkaido, Japan. In each site, we set up 60 nest boxes.  From 

May to October in 2018 and 2019, we collected nesting 

materials from these boxes and feces of P. volans captured in 

these boxes. We found that mosses and shredded bark were 

used as nest materials; with mosses more frequently used. 

With the DNA meta-barcoding technique, we detected DNA 

sequences of plant species in collected feces. We found that 

P. volans fed on trees of five genera (Betula spp., Ulmus spp., 

Quercus spp., Tilia spp., and Prunus spp.) and Pottiaceae 

mosses. To date, Ulmus spp. and Tilia spp. have not been 

reported in diets of continental population. These results 

suggest that P. volans in Hokkaido has adapted to use the 

forest vegetation specific to its the southeasternmost location.

Keyword: nest resource, food resource, mosses, DNA 

metabarcoding


